
  

　八木保育所の園児114人が１月15日、防災について勉強しました。子ども達はな

でしこ分団による紙芝居や○×クイズなどで火事や地震について教わった後、淡

路広域消防が準備した火事の煙が体験できる部屋に入りました。習ったとおりハン

カチを口にあて、姿勢を低くして屋外に避難していました。最後に消防服を着て、

実際の消火用のホースを持たせてもらいました。（関連記事２頁）
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南
あ
わ
じ
市
成
人
式

松
帆
銅
鐸
、
新
た
な
発
見
を
発
表

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
若
者
向
け
選
挙
啓
発
事
業
　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
、
初
出
式
を
開
催

灘
黒
岩
水
仙
郷
が
開
園
中
で
す

な
で
し
こ
分
団
、
八
木
保
育
所
で
防
災
啓
発
活
動

　

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
に
伴
う

若
者
向
け
選
挙
啓
発
事
業
と
し
て

　

私
た
ち
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
日
々
活
動
し
て
い
る
南
あ
わ

じ
市
消
防
団
。
三
原
健
康
広
場
で

１
月
10
日
、
１
０
７
０
人
の
消
防

団
員
が
参
加
し
て
「
平
成
28
年
南

あ
わ
じ
市
消
防
団
初
出
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

消
防
車
両
38
台
に
よ
る
機
動
隊
入

場
に
続
き
、
な
で
し
こ
分
団
、
第

１
、
第
２
、
第
３
、
第
４
方
面
隊

の
順
番
で
、
堂
々
と
し
た
分
列
行

進
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

式
で
大
谷
毅
団
長
は
「
近
い
将

　

南
あ
わ
じ
の
冬
の
観
光
名
所
「
灘

黒
岩
水
仙
郷
」
は
約
７
ヘ
ク
タ
ー

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
な
で
し
こ

分
団
が
八
木
保
育
所
で
１
月
15

日
、
全
園
児
１
１
４
人
を
対
象
に

防
災
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
分
団
で
は
、
活
動
の
一
環
と

し
て
園
児
の
防
災
意
識
を
高
め
、

自
分
の
体
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ

と
災
害
時
に
行
動
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
市
内

の
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

園
児
達
は
分
団
員
７
人
に
よ
っ

て
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に
読
み
上
げ

ら
れ
た
火
事
に
つ
い
て
の
紙
芝
居

　

２
０
１
６
年
南
あ
わ
じ
市
成
人

式
が
１
月
10
日
、
文
化
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
新
成

人
が
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、
自

分
た
ち
の
手
で
企
画
か
ら
準
備
、

運
営
を
行
う
こ
と
で
趣
向
を
凝
ら

し
た
式
典
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
輪わ

」
を
テ
ー
マ
に
、

対
象
者
４
９
７
人
中
、
４
６
２
人
の

新
成
人
が
出
席
。
家
族
や
地
域
、

恩
師
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
、
成
長
し
て
き

た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
人
と
の
繋
が
り
「
輪
」
の

な
か
で
、
し
っ
か
り
と
自
分
た
ち

　

昨
年
４
月
に
松
帆
地
区
の
砂
の
中

か
ら
発
見
さ
れ
た
弥
生
時
代
前
期

末
～
中
期
前
半
の
松
帆
銅
鐸
７
点
。

こ
れ
ま
で
５
点
に
つ
い
て
調
査
結
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
奈
良
文
化

財
研
究
所
で
１
月
７
日
、
兵
庫
県

教
育
委
員
会
な
ど
が
未
調
査
だ
っ

た
銅
鐸
（
６
・
７
号
銅
鐸
）
に
つ
い

て
調
査
結
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
発
表
と
な
っ
た
銅
鐸
２
点

は
大
き
な
銅
鐸（
31
・
８
cm
）の
中
に
、

砂
と
一
緒
に
小
さ
な
銅
鐸
（
21
・
３

南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会
が
、

西
淡
中
学
校
で
行
わ
れ
る
生
徒
会

選
挙
に
実
際
の
選
挙
で
使
わ
れ
る

選
挙
機
材
を
貸
し
出
し
、
模
擬
投

票
用
紙
を
支
給
し
て
、
投
票
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
で
、

平
成
28
年
６
月
19
日
以
降
に
執
行

さ
れ
る
選
挙
か
ら
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
と
な
り

ま
す
。
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

い
て
も
市
内
の
小
・
中
・
高
等
学

校
や
教
育
委
員
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
て
若
者
の
政
治
参
加

来
に
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
た
め
に

も
定
期
的
に
家
庭
や
職
場
で
話
し

合
っ
て
ほ
し
い
。
団
員
の
救
命
講

習
受
講
率
の
向
上
に
取
り
組
む
な

ど
、
こ
れ
か
ら
も
強
い
消
防
団
づ

く
り
に
取
り
組
む
」
と
訓
示
。
団

員
ら
は
真
剣
な
表
情
で
話
に
聞
き

入
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
身
を
引

き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
日
は
消
防
活
動
の
功

労
者
ら
に
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表

彰
や
市
長
表
彰
、
消
防
団
長
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ル
の
斜
面
に
５
０
０
万
本
も
の
野

生
の
日
本
水
仙
が
自
生
し
、
日
本

水
仙
三
大
自
生
地
の
ひ
と
つ
と
し

て
有
名
で
す
。
気
品
あ
る
香
り
と

海
の
さ
ざ
波
の
音
に
包
ま
れ
、
毎

年
全
国
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

す
。
今
年
は
例
年
よ
り
気
候
が
暖

か
く
開
花
が
早
い
よ
う
で
す
。ま
た
、

花
も
少
な
い
た
め
閉
園
日
が
早
ま

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

越
し
に
な
る
前
に
同
水
仙
郷
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
開
花
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

を
通
し
て
、
火
事
の
怖
さ
や
そ
の

と
き
の
行
動
に
つ
い
て
学
び
、
さ

ら
に
紙
芝
居
の
内
容
を
○
×
ク
イ

ズ
で
復
習
し
ま
し
た
。

　

地
震
の
発
生
時
に
身
を
守
る
た

め
、
頭
を
守
り
体
を
丸
め
て
で
き

る
だ
け
小
さ
く
な
る
「
ダ
ン
ゴ
ム

シ
の
ポ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
も
音
楽

に
あ
わ
せ
て
練
習
し
ま
し
た
。

　

同
分
団
の
福
成
愛
さ
ん
は
「
家

に
帰
り
、
家
族
の
人
に
勉
強
し
た

こ
と
を
話
し
て
も
ら
い
、
家
族
全

員
で
防
災
意
識
を
高
め
て
欲
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

の
人
生
を
歩
む
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

式
典
の
な
か
で
は
、
懐
か
し
い

恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の
上

映
や
、
小
学
４
年
生
が
参
加
す
る

１
／
２
成
人
式
が
行
わ
れ
、
会
場

は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ

ま
し
た
。
式
典
の
最
後
、
実
行
委

員
長
の
平
本
直
樹
さ
ん
（
榎
列
）

は
「
こ
の
地
で
育
っ
た
私
た
ち
は
、

こ
の
地
の
精
神
を
し
っ
か
り
と
受

け
継
い
で
、
自
分
を
見
失
わ
ず
若

者
ら
し
く
一
日
一
日
を
大
切
に
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し

ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

cm
）
が
は
め
込
ま
れ
た
「
入
れ
子
」

状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
慎
重

に
砂
を
除
去
し
て
銅
鐸
を
詳
し
く

調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銅
鐸

の
中
に
「
舌ぜ
つ

」
と
呼
ば
れ
る
青
銅

製
の
棒
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
銅
鐸

に
舌
を
吊
る
す
た
め
の
に
植
物
製

の
紐
が
舌
の
穴
に
通
っ
た
状
態
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

◆
特
別
展
「
松
帆
銅
鐸
」
展

　

初
公
開
を
含
む
松
帆
銅
鐸
を
特

別
展
示
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
９
日
（
火
）
～
21
日

（
日
）　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
月
曜
日
は
定
休
日

▽
場
所　

玉
青
館

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

▲実際の選挙で使う選挙機材などを使用して選挙
　事務を行う西淡中学校の生徒

▲堂 し々た行進を披露する消防団員

▲冬の観光名所  灘黒岩水仙郷 ▲地震発生時に身を守る「ダンゴムシのポーズ」を練習する園児

▲昨年発見された松帆銅鐸（左）、６号７号銅鐸に関する記者発表の様子（右）

銅鐸 型式 高さ(cm) 舌の長さ（ｃｍ）

１号 菱環鈕式 26.6 13.0

２号 外縁付鈕式 22.4   8.0

３号 外縁付鈕式 31.5 12.8

４号 外縁付鈕式 22.4   8.8

５号 外縁付鈕式 23.5 12.0

６号 外縁付鈕式 31.8 13.8

７号 外縁付鈕式 21.3   7.8

問
灘
黒
岩
水
仙
郷
☎
56
・
０
７
２
０

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

意
識
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。　

▲投票する生徒たち

▲開園初日、水仙娘から水仙の切り花を受け取る来園者

▲2016年 南あわじ市成人式

市政ひろば
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地
域
創
生
を
め
ざ
し
市
民
懇
談
会

優
良
農
家
表
彰

賞
品
総
額
１
２
５
万
円
！

お
楽
し
み
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
公
開
抽
選
会

　

園
芸
施
設
共
済
加
入
者
の
う

ち
、
経
営
規
模
が
平
均
以
上
で
事

故
率
が
低
く
、
経
営
状
態
が
極
め

て
優
良
な
農
家
で
あ
る
と
し
て
、

　

兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　

菊
川
　
　
武
さ
ん
（
榎　

列
）

　

北
条
　
憲
造
さ
ん
（
八　

木
）

　

山
中
　
一
男
さ
ん
（　

灘　

）

　

昨
年
春
に
発
売
し
た
「
き
ば
っ
て

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
は
じ
め
に
市
の
人
口

の
現
状
と
将
来
展
望
に
つ
い
て
「
平

成
25
年
３
月
に
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
推
計
し
た

本
市
の
人
口
は
２
０
６
０
年
に
約

２
万
３
８
０
０
人
ま
で
減
少
。
ま
た

高
齢
化
率
が
４
割
を
越
え
る
と
推

計
し
て
い
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
続
け
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
２
０
６
０
年
に
推
計
人
口
よ

り
多
い
、
３
万
１
０
０
０
人
を
め
ざ

す
た
め
の
「
南
あ
わ
じ
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
（
骨
子

案
）」
が
提
案
さ
れ
、「
地
域
ぐ
る
み

で
支
え
合
い
、
笑
顔
が
た
え
な
い
ま

ち
」「
働
く
場
を
得
て
、
ず
っ
と
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」「
魅
力
と
味
力
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
（
ふ
る
さ
と
）」「
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
」
の
４
つ
の
基
本

目
標
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
か
ら
意
見
や

質
問
が
出
さ
れ
、
市
の
将
来
展
望

に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
今
回
の
懇
談
会
の
意
見

を
踏
ま
え
た
戦
略
（
案
）
を
ま
と

め
、
再
度
懇
談
会
を
開
催
し
た
後
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
意
見
募
集
を
行

い
、
最
終
的
な
総
合
戦
略
を
ま
と

め
ま
す
。

　

市
の
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
市
民

懇
談
会
」
が
12
月
25
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
、
住
民
代
表
や
観
光
・

商
工
団
体
の
代
表
、
教
育
関
係
者

な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
11
月
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
同
法
で
は
人
口
減
少
と
地

域
経
済
縮
小
を
克
服
す
る
た
め
「
東

京
一
極
集
中
の
是
正
」
と
「
若
者
世

代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
希
望

を
実
現
」「
地
域
の
特
性
に
即
し
た

地
域
課
題
の
解
決
」
に
取
り
組
み
、

地
域
創
生
と
好
循
環
の
確
立
を
め

ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
都
道
府
県
と
市
町
村
は
今
年

度
中
に
そ
れ
ぞ
れ
今
後
５
年
間
の
戦

略
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し ▲第１回まち・ひと・しごと創生総合戦略市民懇談会

▲美菜恋来屋で行われた公開抽選会

◆
第
3
回
地（
知
）
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」
の

成
果
発
表
と
し
て
、
南
あ
わ
じ
志

知
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
3
件
の
成
果

発
表
を
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
本

学
の
岡
山
県
に
あ
る
高
梁
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
も
成
果
発
表
を
行
い
ま
す
。

❶
学
生
た
ち
の
獣
害
防
止
と
ジ
ビ

　

エ
食
品
開
発

❷
ナ
ル
ト
オ
レ
ン
ジ
の
生
産
状
況

　

の
実
態
か
ら
み
た
六
次
産
業
化

　

の
可
能
性
と
課
題

❸
地
域
の
廃
棄
物
を
、
地
域
で
有

　

効
利
用
す
る 

―
キ
ノ
コ
廃
菌

　

床
を
用
い
た
、
地
域
特
産
農
産

　

物
の
病
害
防
除
―

▽
日
時　

2
月
19
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～

▽
会
場　

南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン

　

パ
ス
C
棟
３
階
大
講
義
室

▽
参
加　

無
料

◆
【
出
張
】
地
域
創
成
生
涯
学
習

講
座
～
な
る
ほ
ど
な
っ
と
く
法
律

入
門
講
座
～

　

生
涯
学
習
講
座
を
キ
ャ
ン
パ
ス

外
の
会
場
で
実
施
す
る
今
回
は
、

❶
相
続
と
遺
言
に
関
す
る
法
律

【
相
続
の
手
続
き
の
流
れ
、
資
産

も
負
債
も
リ
ス
ト
を
作
ろ
う
、
相

続
税
の
見
直
し
点
は
？
】
❷
隣
地

の
使
用
に
関
す
る
法
律
【
自
分
の

土
地
に
無
断
で
自
動
車
を
放
置
さ

れ
た
、
私
道
の
使
用
・
通
行
に
つ

い
て
】
等
を
学
習
し
ま
す
。

▽
日
時　

3
月
5
日
（
土
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

▽
会
場　

中
央
公
民
館
講
義
室

▽
講
師　

生
駒
正
文
（
吉
備
国
際

　

大
学
・
大
学
院
併
任
教
授
）

▽
参
加　

無
料
（
申
込
制
）

▽
定
員　

80
人

地（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
Ｃ
Ｏ

Ｃ
事
業
）
と
は

　

大
学
な
ど
が
自
治
体
と
連
携

し
、
全
学
的
に
地
域
を
志
向
し
た

教
育
・
研
究
・
地
域
貢
献
を
進
め

る
大
学
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
課

題
解
決
に
資
す
る
様
々
な
人
材
や

情
報
・
技
術
が
集
ま
る
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
と
し
て
の

大
学
の
機
能
強
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
事
業
で
す
。
本
学
は
、

平
成
25
年
度
に
「
だ
れ
も
が
役
割

の
あ
る
活
き
い
き
し
た
地
域
の
創

成
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
文
部
科
学

省
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
、
支
援
を

受
け
て
い
ま
す
。

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
４
７
０
８

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

南
あ
わ
じ
市
　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
元
年

　
「
あ
わ
じ
国
」！
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
サ
イ
ト
な

ど
で
も
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。本
年
を
南
あ
わ
じ

市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
元
年
と

位
置
づ
け
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は

じ
め
と
す
る
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
上
沼
恵
美
子

さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、強
力
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、兵
庫

県
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、引
き
続
き
、

桂
文
枝
さ
ん
に
淡
路
島
名
誉
大
使

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。今
年
も
、淡
路
島
、南

あ
わ
じ
市
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、各
メ
デ
ィ
ア

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
花
み
ど
り

フ
ェ
ア
の
効
果
が
一
過
性
に
な
ら
ぬ

よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、南
あ
わ
じ
市
で
は
１
月
10

日
、４
６
２
名
の
新
成
人
を
迎
え
て

成
人
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今

年
も
新
成
人
の
代
表
で
組
織
さ
れ

る
成
人
式
実
行
委
員
会
が
企
画
、

当
日
の
進
行
な
ど
全
て
を
運
営
さ

れ
、実
に
素
晴
ら
し
い
式
典
と
な

り
ま
し
た
。今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る

「
輪
」と
い
う
言
葉
の
意
味
は
、「
人

の
つ
な
が
り
」や「
心
の
輪
」な
ど
の

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

「
和
や
か
」や「
平
和
」に
象
徴
さ
れ

る「
和
」と
い
う
言
葉
に
も
つ
な
が
る

と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。20
歳
を

節
目
に
責
任
あ
る
大
人
と
し
て
ス

タ
ー
ト
さ
れ
る
新
成
人
の
皆
さ
ん
の

未
来
が
、様
々
な「
輪
」の
な
か
で「
和

や
か
」に
素
晴
ら
し
い
も
の
に
な
る

よ
う
祈
念
し
て
、ま
た
、一
歩
一
歩
着

実
に
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て

前
進
、進
化
さ
れ
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
、お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
１
月
17
日
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
か
ら
21
年
が
経
過
し
、記

憶
の
風
化
が
心
配
さ
れ
て
お
り
ま

す
。一
方
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

発
生
が
危
惧
さ
れ
る
現
状
を
考
え

ま
す
と
、油
断
な
く「
常
に
備
え
る
」

必
要
が
あ
り
ま
す
。本
年
11
月
に

は
、南
あ
わ
じ
市
を
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
兵
庫
県
の
地
震
・
津
波
住
民
一

斉
避
難
訓
練
等
の
大
規
模
な
合
同

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。引
き

続
き
国
・
県
と
連
携
協
力
を
し
な
が

ら
、防
災
・
減
災
対
策
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
、南
あ
わ
じ
市
の
防
災

減
災
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
施

策
へ
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

▲広報紙24頁にシティプロモーションの目的等を掲載

▲新成人に目録を贈る中田市長

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　　　　   （１月20日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 554件 68,161,749円

市外（島内） 105件 16,181,000円

市外（島外） 9,687件 483,541,892円

合計 10,346件 567,884,641円

詳細は市のホームページで掲載しています

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

            

応
援
寄
附
金

臨時福祉給付金の申請期限が迫っています！臨時福祉給付金の申請期限が迫っています！

問福祉課  ☎４３- ５２１６

　本年度の臨時福祉給付金の申請期限は、本年 ３月１日（火）をもって終了します。
対象者で、まだ申請をしていない人は、忘れずに申請してください。
　（対象と思われる人には、昨年８月に市役所から申請書を送付済です。）
お問い合せは福祉課まで。詳細は、広報８月号２頁、および９月号６頁をご覧ください。

い
こ
う
！
南
あ
わ
じ
市
商
品
券
」
の

「
お
楽
し
み
ビ
ッ
グ
チ
ャ
ン
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
の
当
選
者
を
決
め
る
公

開
抽
選
会
を
1
月
17
日
、美
菜
恋
来

屋
で
開
催
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

１
万
４
１
２
枚
の
ハ
ガ
キ
の
中
か
ら
、

会
場
に
訪
れ
た
75
人
の
抽
選
者
等

が
、抽
選
箱
か
ら
ハ
ガ
キ
を
引
い
て

当
選
者
を
決
定
し
ま
し
た
。当
選
者

に
は
賞
品
総
額
１
２
５
万
円
相
当
の

「
夢
来
券
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。

※
当
選
者
へ
は
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。（
詳
細
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
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　地震による住宅の倒壊から生命を守るため、安全な空間を比較的安くて簡単に確保できる

防災ベッド や 木質耐震シェルター の購入・設置にかかる費用の一部を助成します。
　設置等を検討される人は、都市計画課（市役所本館２館）へご相談ください。

問都市計画課☎43-5227　問兵庫県建築指導課☎078-362-4340

支 援 対 策 内　　　容

防災ベッド等
設置促進事業

( 購入・設置費 30 万円前後～ )
※参考例　　　　　　　　
　木質耐震シェルター設置の
　場合は、個人負担は２万円
　となります

◆対象となる費用　
　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅で、耐震診断で
　安全性が低いと診断された戸建住宅での、防災
　ベッドや、木質耐震シェルター設置費の補助
◆補助額　上限２５万円（購入・設置費相当額まで）
※簡易耐震診断が必要となります
※条件で補助額が異なる場合があります
※詳しくは都市計画課までお問い合わせください

住宅建替補助
◆対象となる費用　昭和５６年５月以前着工の住宅で、耐震診断で安全性

が低いと診断された戸建住宅を安全な住宅に建て替える場合
◆補助額　１００万円　※簡易耐震診断が必要となります

簡易耐震診断
( 無料 )

市が派遣した登録診断員が住宅の耐震性を評価します。
◆対象住宅　昭和 56 年 5 月以前着工の住宅

住宅耐震改修計画
策定費補助

◆補助率等　補助率２/ ３、補助限度額２０万円

住宅耐震改修
工事費補助

◆補助率等　補助率１/ ３、補助限度額１００万円
　※ 南あわじ市から補助金が加算される場合があります（最大３０万円）

部分型耐震化補助
・簡易耐震改修工事費補助
・シェルター型工事費補助
・屋根軽量化工事費補助

◆対象となる費用　安価で簡易な手段により人命を保護する対策としての費用
◆補助額　５０万円（定額）

▲防災ベッド。 市役所ロビーにて
　防災ベッド・木質耐震シェルタ
　ーを３月末まで展示しています

ひょうご住まいの耐震改修促進事業

★防災ベッドとは・・・
　金属製のフレームなどでベッドの上部を覆い、ベッド内の人を保護し就寝中の安全などを確保するものです。

★木質耐震シェルターとは・・・
　住宅内の一部に木材等で強固な箱型の空間（シェルター）を作り、安全を確保するものです。

※各メニューにより対象となる条件が異なります。詳しくは都市計画課までお問い合わせください

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

今月の納税

問税務課☎43-5213

国民健康保険税・･･･・・・・・【８期】

納期限　２月29日(月)２月29日(月)
《納期内に忘れず納付しましょう》

◆便利な口座振替をご利用ください！

－口座振替のメリット－

　　安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

　　便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等

　　　　　に行く必要がなく便利です。

　　確実…指定口座から自動的に払い込まれるの
　　　　 で、納め忘れがなく確実です。

★申し込み手続きは、とても簡単！

　口座振替の依頼書は、市内の各金融機関及び市役所

　税務課にありますので、預貯金通帳と届出印をご持参
の上、手続きをしてください。

　平成26年度末の市税収納率は89.4％で、累積滞納額は約
6億6200万円です。（上の図参照）市の取組みなどにより、累
積滞納額は減少しているものの、依然として滞納が多い状況
です。 滞納があると充実した住民サービスを提供するための
財源が失われてしまうほか、期限内に納税している人との公
平性が保たれません。市は、今後も滞納処分を強化し、滞納の
縮減を図っていきます。

市税の収納率と滞納状況市税の収納率と滞納状況

☎ 0120-95-0178
平日 9：30 ～ 22：00、土日祝 9：30 ～ 17：30 ※年末年始を除く

※外国語対応は☎ 0120-0178-26マイナンバー総合フリーダイヤル（無料）

マイナちゃん

いよいよ
マイナンバー制度

（社会保障・税番号制度）

始まります⑦

個人番号カードの交付が始まります

民間事業者の皆さんへ

マイナンバー制度に便乗した口座番号や個人情報を取得しようとする不審な電話にご注意ください注意：

個人番号カード交付申請・交付について

　個人番号カードは希望者のみ申請が必要です。
　申請した人には、交付準備が整いましたら、交付通
知を郵送（転送不要）致します。カードの受取りは市役
所本館へご本人がお越しいただくことになります。
　交付通知に記載されている必要書類をお持ちの上、
市民課へお越しください。

申請書について

　通知カードの記載内容に変更（住所・氏名変更等）
があった場合、お持ちの個人番号カードの申請書は使
用できません。個人番号カードの申請を希望される人
は、新住所等が記載された申請書を交付しますので、
本人確認書類をお持ちの上、市民課へお越しください。

電子証明書について

　e-Tax 等の電子申告には、電子証明書が必要となり
ます。現在、住基カードに有効な電子証明書をお持ち
の人は有効期限まで利用することができます。
　新たに電子証明書を取得するためには、個人番号
カードが必要となります。
※個人番号カードは申請から交付まで日数を要します
　のでご注意ください

　社会保険の手続や源泉徴収票の作成など行政手続きにお
いて、従業員などからマイナンバーの提出を受け、書類に
記載する必要があります。
　マイナンバーを従業員などから取得する際には、利用目
的（「源泉徴収票作成」「雇用保険届出」等）を伝えましょう。
　また、個人情報を守るため、マイナンバーは、法律で定
められた範囲以外での利用が禁止されており、またその管
理に当たっては、安全管理が義務付けられています。

個人情報保護委員会 検索

6億 9000万
（円）

税収入未済額と未収納率の推移

6億８000万

6億７000万

6億６000万

6億５000万 88.6%

88.8%

89.0%

89.2%

89.4%

平成 24年度

税収入未済額 収納額

平成25年度 平成26年度

◆お手軽な地震対策 ！！   25万円を上限に補助◆お手軽な地震対策 ！！   25万円を上限に補助



▲はぴｅみる電

　のご加入は、

　こちら

　

　

８

お知 
らせ 

  

◆ 新電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農商部】
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
農林水産課☎43-5223
食の拠点推進課
　　　　　☎43-5224
農地整備課☎43-5225

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

９ 2016.2.1発行

お知らせ

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）
　　　 

会　員
募集中

TEL ／ 0799-45-0171（代）　　0799-45-0012　　　FAX ／ 0799-45-1814

シルバー人材センターは
旧緑庁舎へ移転しました 

 ☎43-2345さんさんネット

　

　  募  集
業
種　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
市

特
別
職
の
非
常
勤
職
員
）

任
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
1

日
～
平
成
29
年
３
月
31
日
予
定

（
最
長
３
年
間
ま
で
更
新
あ
り
）

募
集
人
数　

６
人
（
合
計
）

　

❶
沼
島
の
地
域
活
性
化
に
関
す
る
活

動
（
４
人
）、
❷
市
の
魅
力
発
信
に
関

す
る
活
動
（
１
人
）、
❸
市
の
国
際
交

流
の
推
進
に
関
す
る
活
動
（
１
人
）

報
酬　

月
額
18
万
円
（
社
会
保
険
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入
）

申
込
期
限 

２
月
３
日
（
水
）

の
午
後
５
時
ま
で

試
験　

２
月
13
日
（
土
）
午
後

予
定
（
別
途
通
知
し
ま
す
）

応
募
資
格　

都
市
地
域
等
に
在
住

し
、
採
用
後
に
南
あ
わ
じ
市
内
に

住
民
登
録
を
異
動
で
き
る
人

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
！

　

南
あ
わ
じ
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
勤
務
の
主
任
介
護
支
援
専

門
員
・
社
会
福
祉
士
等
（
嘱
託
職

員
）
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
の
職
種　

❶
主
任
介
護
支
援
専
門
員

❷
社
会
福
祉
士
ま
た
は
、
介
護
支

援
専
門
員
の
業
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
り
、
か
つ
、
高
齢
者

の
保
健
福
祉
に
関
す
る
相
談

援
助
業
務
に
３
年
以
上
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
人

そ
の
他 

採
用
要
件

　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

し
、
年
齢
60
歳
未
満
の
人

募
集
人
数　
　

❶
主
任
介
護
支
援
専
門
員　

２
人

❷
社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
人　

１
人

任
用
期
間　
平
成
28
年
４
月
1

日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

専
門
員
・
社
会
福
祉
士
等
を
募
集
し
ま
す
！

勤
務
場
所
　

　

南
あ
わ
じ
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
市
役
所
本
館
１
階
）

勤
務
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

賃
金　
月
額
18
万
２
９
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）
社
会
保
険
、

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

応
募
方
法　
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
資
格
証
、

運
転
免
許
証
の
写
し
と
あ
わ

せ
て
長
寿
福
祉
課
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
６
５
６
‐

０
４
９
２ 

市
善
光
寺
22
番
地

１
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

受
付
期
限　

２
月
26
日
（
金
）

ま
で

選
考
方
法　
面
接
試
験
（
後
日

通
知
し
ま
す
）

問
長
寿
福
祉
課 

地
域
包
括
支
援　

　

セ
ン
タ
ー
☎
43
・
５
２
３
７

　  募  集

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内

小
・
中
学
校
の
臨
時
講
師
（
養

護
担
当
・
栄
養
担
当
臨
時
講
師

含
む
）
を
募
集
し
ま
す
。

資
格　
該
当
種
の
教
諭
普
通

免
許
状
を
有
す
る
人
お
よ

び
取
得
見
込
み
の
人

勤
務
内
容 

⑴
常
勤
講
師
（
産
休
・
育
休
・

休
職
な
ど
の
補
充
）  

⑵
非
常
勤
講
師
（
週
３
～
４
日

程
度
の
勤
務
）

任
用　
臨
時
講
師
が
必
要
と
な

っ
た
時
点
で
、
登
録
者
か
ら
条

件
に
応
じ
て
採
用

登
録
方
法　
顔
写
真
（
３
cm
×

４
cm
）
を
学
校
教
育
課
（
市
役

所
第
１
別
館
２
階
）
へ
持
参
し
、

所
定
の
登
録
用
紙
に
記
入

受
付　
年
間
を
通
じ
て
随
時
受

付
。
登
録
は
希
望
さ
れ
た
年
度

に
限
り
有
効
と
な
り
ま
す

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

勤
務
内
容 

❶
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校

（
初
任
者
研
修
に
係
る
授
業

の
補
充
等
。
１
日
７
時
間
以

内
、
年
間
15
日
以
内
）

❷
幼
稚
園
（
初
任
者
の
指
導
助

言
。
１
日
７
時
間
以
内
、
年

間
10
日
以
内
）

賃
金　
時
給
２
７
７
０
円 

※
時
給
は
変
更
の
場
合
あ
り

　

交
通
費
は
別
途
支
給

応
募
資
格　
希
望
校
種
の
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
教
諭
普
通
免

許
状
の
所
持
者
、
ま
た
は
平
成

28
年
４
月
１
日
に
取
得
見
込
者

申
込
締
切　
３
月
９
日
（
水
）

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

❷
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の

　
非
常
勤
講
師
の
登
録
募
集

　

冬
の
節
電
に
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
、関
西
電
力
か
ら
、ご
家

庭
の
電
気
使
用
量
が
わ
か
る
節

電
に
最
適
な
サ
ー
ビ
ス「
は
ぴ

e
み
る
電
」（
無
料
）を
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
ご
加
入
い

た
だ
く
と
、昨
年
の
電
気
使
用

量
と
の
比
較
が
グ
ラ
フ
で
確
認

で
き
、ご
家
庭
で
実
践
し
た
節

電
に
よ
る
変
化
が
わ
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。ま
た
、省
エ
ネ
情

報
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

冬
の
節
電

　  募  集

さんさんニュース　※月曜日から金曜日 午後７時３０分更新

◆２月 ２日（火）西淡中学校 鬼瓦づくり体験
◆２月 ９日（火）南あわじ市水産まつり
◆２月11日（木）松帆銅鐸発見記念シンポジウム
◆２月16日（火）南あわじ子ども伝統芸能発表会
◆２月18日（木）南あわじランニングフェスティバル
◆２月24日（水）南あわじ市ゆめるんフェスティバル

撮っておき☆ 　※毎週月曜日 午後８時更新

◆２月 １日（月）～ 南あわじ市健康大学講座 ①子どもとスマホ・TV　

　　　　　　　　　　　  ②耳鼻咽喉科疾患全般～こんな場合は 即 耳鼻科受診を！

◆２月15日（月）～ 2016年南あわじ市成人式
◆２月22日（月）～ 商工会講演会「淡路島の農業を活かした魅力づくり」
◆２月29日（月）～ 南海地震と津波に備える
                             ～未来の社会を担う児童・生徒たちを守る～

生放送　

◆２月 ７日（日）午前10時15分～午後1時
　兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会（加古川河川敷から生放送）

データ放送の開始に伴って
文字放送を廃止します

　データ放送に対応していない地上デジタル放送
チューナーをご利用のお客様におかれましては、デー
タ放送をご利用になれませんので、何卒ご理解賜り
ますようお願い申し上げます。

問ケーブルネットワーク淡路（さんさんネット）
　☎４３‐２３４５

　下記の期日に、文字放送（112ch）を廃止し、
必要な情報を選択して素早く見ることができる
データ放送（111ｃｈ）を開始します。

●文字放送廃止予定日　
　　　　　　平成 28 年２月 29 日（月）

●データ放送開始予定日　
　　　　　　平成 28 年３月１日（火）

※放送内容は変更する場合があります。
　ご了承ください２月番組の見どころ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

主
任
介
護
支
援

❶
小
・
中
学
校
臨
時
講
師
の
登
録
募
集

　 　

安
全
運
転
管
理
者
と
は
、
一
定

台
数
以
上
の
自
家
用
自
動
車
（
白
・

黄
ナ
ン
バ
ー
）
を
保
有
す
る
事
業

所
に
お
い
て
、
運
行
計
画
や
運
転

日
誌
の
作
成
、
運
転
者
へ
の
安
全

運
転
教
育
や
指
導
を
行
う
者
で
す
。

ど
ん
な
と
き
に
選
任
し
な
い

と
い
け
な
い
の
？

　

自
家
用
自
動
車
を
５
台
以
上（
二

輪
は
1
台
０
・
５
台
に
換
算
、
原

付
除
く
）
使
用
し
て
い
る
事
業
所

（
乗
車
定
員
11
人
以
上
の
自
動
車
に

あ
っ
て
は
１
台
以
上
）
は
、
自
動
車

の
使
用
の
本
拠
ご
と
に
安
全
運
転

安
全
運
転
管
理
者
を
選
任
し
て
い
ま
す
か
？

管
理
者
を
選
任
し
、
公
安
委
員
会
に

届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
動
車
の
台
数
が
20
台

以
上
の
場
合
は
副
安
全
運
転
管
理

者
の
選
任
も
必
要
で
す
。
選
任
し

な
か
っ
た
場
合
は
「
５
万
円
以
下

の
罰
金
」、
公
安
委
員
会
に
届
出
を

し
な
か
っ
た
場
合
は
「
２
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
」
の
罰
則

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
警
察

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
所
の
皆
様
へ

問
関
西
電
力
株
式
会
社

　

淡
路
営
業
所

☎
０
５
０
・
７
１
０
６
・
３
６
１
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
有
料
〉

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

　

南
あ
わ
じ
自
家
用
自
動
車
協
会

　

☎
42
・
０
４
０
９
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★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

　 　

確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ
代
が
医

療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ

る
た
め
に
は
、医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
（
有
料
）」
が
必

要
で
す
。
前
年
に
医
師
が
発
行
し
た

証
明
書
で
医
療
費
控
除
を
受
け
た
人

に
つ
い
て
は
、
２
年
目
以
降
は
、
市

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

（
無
料
）」
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
次
の
対
象
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
審
査
の
う
え
で
一
定
の
基

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

準
を
満
た
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件
（
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
度
に
有
効
な
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
）　

❶
前
年
に
医
師
の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
（
有
料
）」
で
医
療
費
控
除
を

受
け
て
い
る 

❷
要
介
護
認
定
者
で
あ
る 

❸
要
介
護
認
定
に
用
い
た
主
治
医
意
見

書
に
、
尿
失
禁
及
び
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
記
載
が
あ
る

申
請
先　

長
寿
福
祉
課　

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７

　 確定申告関係

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
障

害
者
控
除
は
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
で
す

が
、
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
く
て

も
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
次
の
対
象
要
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
か
ら
の

申
請
に
よ
り
、
審
査
の
う
え
で
一
定

基
準
を
満
た
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件
（
平
成
27
年
12
月
31
日

現
在
で
の
判
定
と
な
り
ま
す
）

❶
満
65
歳
以
上
の
人 

❷
要
介
護
認
定
者
で
あ
る 

❸
身
体
や
精
神
に
基
準
以
上
の
障
害

が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

申
請
先　

長
寿
福
祉
課

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７　

　 確定申告関係

緑
霊
苑
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

　

緑
霊
苑
墓
地
に
お
い
て
３
区
画

返
還
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
た

に
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

区
画　

菊
聖
地
‐
23
号

　
　
　

 

楓
聖
地
‐
25
号

　
　
　

 

ば
ら
聖
地
‐
31
号
墓
地

使
用
者
資
格　

市
に
６
か
月
以

上
住
所
が
あ
る
人
及
び
市
に
本

籍
ま
た
は
墓
地
を
有
す
る
人

※
税
金
の
滞
納
者
は
申
込
で
き
ま
せ
ん

使
用
料　

市
内
居
住
者
25
万
円
、

市
外
居
住
者
30
万
円

維
持
費　

年
３
１
５
０
円
（
３
年

分
を
前
納
）

申
込
期
限　

２
月
29
日
（
月
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

家
畜
の
飼
養
状
況
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
は
、
全

て
の
家
畜
（
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、
山
羊
、
豚
、
い
の
し
し
、

鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、

だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七

面
鳥
）
の
飼
育
者
（
愛
玩
も
含
む

１
頭
羽
以
上
）
は
毎
年
、
飼
育
状

況
の
報
告
書
を
家
畜
保
健
衛
生
所

に
届
け
出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
だ
報
告
書
の
届
出
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
「
淡
路
家
畜
保
健
衛
生
所
」

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
淡
路
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
45
・
２
４
１
１

※
報
告
書
の
様
式
は
「
姫
路
家
畜
保

健
衛
生
所
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

検
索
で
き
ま
す

　 
期
間
限
定
で
苗
木
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

　

淡
路
森
林
組
合
に
よ
る
観
賞
用

苗
木
と
椎
茸
種
菌
の
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
農
林
水
産
課
と
各
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

所
定
の
申
込
用
紙
で
、
２
月
26
日

ま
で
に
淡
路
森
林
組
合
ま
た
は
農

林
水
産
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
来
庁
が
難
し
い
場
合
は
、
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
の
「
文
書
預
か
り
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
て
農
林
水
産
課
へ

提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

配
達　

３
月
上
旬
に
淡
路
森
林
組
合
よ

り
直
接
配
達
（
料
金
は
配
達
時
に
徴
収

も
し
く
は
後
日
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
）

問
淡
路
森
林
組
合
☎
53
・
６
４
５
６

　

農
林
水
産
課
☎
43
・
５
２
２
３

市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
の
更
新
手
続
き

　

現
行
パ
ス
ポ
ー
ト
は
３
月
31
日

が
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
手

続
き
に
つ
い
て
は
３
月
１
日
か
ら

商
工
観
光
課
で
随
時
受
付
し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
期
限
が
平
成
26
年

３
月
31
日
以
前
及
び
申
請
内
容

に
変
更
が
あ
る
場
合
は
新
規
作
成

と
な
り
、
写
真
と
材
料
費
50
円
が

必
要
と
な
り
ま
す
。（
手
続
き
時
に

は
身
分
証
明
が
必
要
で
す
）

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘

大
会
結
果

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

【
組
演
武
】〔
少
年
低
学
年
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞

下
鶴　

華
、中
瀬
ひ
な
た（
緑
）

【
組
演
武
】〔
少
年
高
学
年
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞

田
中
美
佑
、志
智
丈
太
郎（
三
原
）

【
組
演
武
】〔
中
学
生
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞

高
田
大
地
、高
田
大
樹（
南
淡
）

◆
第
29
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯

少
林
寺
拳
法
淡
路
大
会

（
11
月
29
日
、Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
武
道
館
）

▽
優
秀
賞

逢
坂
圭
也
、松
本
彩
花（
南
淡
）

                              

【
単
独
演
武
】〔
３
年
生
以
下
の
部
〕

▽
優
秀
賞　

志
智
彩
乃（
三
原
）

▽
優
良
賞　

山
上
確
佳（
緑
）

【
単
独
演
武
】〔
４
年
生
以
上
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

高
田
大
樹（
南
淡
）

▽
優
秀
賞　

小
畑
多
希
琉（
緑
）

▽
優
良
賞　

志
智
丈
太
郎（
三
原
）

▽
努
力
賞　

山
上
一
隼（
緑
）

【
単
独
演
武
】〔
中
学
生
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

高
田
大
地（
南
淡
）

【
単
独
演
武
】〔
高
校
・一
般
の
部
〕

▽
最
優
秀
賞　

端　

隼
一（
緑
）

　
農
振
除
外
の
申
出
を

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

は
、優
良
な
農
地
を
確
保
し

て
農
業
振
興
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
、市
が
定

め
る
総
合
的
な
計
画
で
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、

優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

転
用
等
に
よ
る
非
農
業
的
な

利
用
を
厳
し
く
規
制
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、緊
急
か
つ
、や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、農

用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、農
用
地
区
域
か
ら
除
外

す
る
農
用
地
利
用
計
画
の

変
更（
農
振
除
外
）を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
振
除
外
の
申
出
に
つ

い
て
受
付
を
し
て
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

　

３
月
31
日
（
木
）
ま
で

問
農
林
水
産
課

　

☎
43
・
５
２
２
３

受
付
し
て
い
ま
す

　  募  集　 
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
で
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口

座
振
替
に
す
る
と
金
融
機
関
等
に

行
く
手
間
と
時
間
が
省
け
ま
す
。

　

ま
た
、
早
割
・
前
納
で
納
付
す

る
と
保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
を
早
割
に
す
る
と
月
50

円
（
年
間
６
０
０
円
）
の
お
得
！

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末

で
す
が
、
当
月
末
に
引
き
落
と
す

方
法
の
こ
と
を
「
早
割
」
と
い
い

ま
す
。
早
割
申
込
み
後
の
最
初
の

引
き
落
と
し
は
前
月
分
（
割
引
な

し
）
と
当
月
分
（
50
円
割
引
）
の

２
か
月
分
と
な
り
、
そ
の
後
は
当

月
分
（
50
円
割
引
）
の
１
か
月
分

と
な
り
ま
す
。

◆
６
か
月
分
、
１
年
分
、
２
年
分
を
ま

と
め
て
前
納
す
る
と
、
更
に
に
お
得
と

な
り
ま
す
！

◆
お
申
し
込
み
は
簡
単
！

「
口
座
振
替
申
出
書
」
に
必
要
な
事
項

を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
へ
の
届
け

出
印
）
し
、
預
金
口
座
を
お
持
ち
の
金

融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓
口
、

ま
た
は
、
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
28
年
度
の
保
険
料
を
口
座
振

替
で
前
納
す
る
場
合
は
今
月
中
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０　

【
団
体
戦
１
部
】 

①
淡
路
Ｔ
Ｔ
Ｃ

②
オ
ア
シ
ス
Ａ

③
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
や
て
隊

③
淡
路
三
原
高
校

【
団
体
戦
２
部
】 

①
ダ
イ
ハ
ー
ド
３

②
フ
レ
ン
ズ

③
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
ぞ
み
隊

③
洲
本
ク
ラ
ブ

◆
南
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

（
１
月
17
日
、
三
原
健
康
広
場
）　

◆
第
91
回
南
淡
新
春
囲
碁

大
会（
１
月
17
日
、福
良
地
区
公
民
館
）

　【
A
級（
4
段
以
上
）】 

①
荒
木
允
章（
福
良
）

③
浦
瀬
正
造（
福
良
）

【
C
級（
初
段
以
下
）】 

①
広
瀬
文
昭（
福
良
）

③
日
々
野 

満（
北
阿
万
）

                              

▽
優
良
賞　

福
岡　

凛
、福
岡　

緩（
緑
）

【
団
体
演
武
】〔
団
体
演
武
の
部
〕

▽
優
秀
賞　

淡
路
緑
道
院
Ａ

【
団
体
戦
３
部
】 

①
し
づ
お
り
ク
ラ
ブ

②
淡
路
高
校
A

③
東
浦
ク
ラ
ブ
Ｂ

③
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
M
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◆医療費控除を伴う確定申告は、まず領収書の整理、計算などを事前に済ませてから来場してください。　整理、計

算するときは、①医療を受けた人別に、②病院・薬局別に分類してください。整理されていない場合は受付ができ

ないことがあります。

◆事業（営業・農業などの）所得がある人は、年間の収入や必要経費などを整理し、収支内訳書に記入しておいてくだ

さい。整理されていない場合は、申告の受付ができないことがあります。

◆畜産農家の人は、平成27年中の飼育牛（子牛も含む）の生年月、異動状況を整理しておいてください

　

税の申告準備は進んでいますか？

確定申告
　所得税及び復興特別所得税と市・県民税の申告が始まります。申告が必要な人は必ず申告をしてください。

　毎年、申告受付会場は大変混雑しています。営業・農業等の収支内訳書や医療費控除の領収書等は、あらかじめ分類
し集計してからお越しください。 皆さまのご協力をお願いします。

　給与所得者の所得税等は、通常、年末調整で精算
されますが、次のような人は申告が必要です。

❶事業・農業・不動産所得がある

※売上げ等の収入と必要経費をまとめた収支内訳

書の添付が必要です。必ず事前に分類し、集計

してから申告会場にお越しください

❷保険の満期や不動産等の売却収入等がある

❸給与の年収が 2,000 万円を超える

❹給与所得や退職所得以外の所得金額の合計が

20 万円を超える（20 万円以下でも、市・県民

税の申告は必要です）

❺２か所以上から給与をもらっている

❻年末調整後に扶養等控除額に変更があった

　公的年金等を受給している人のうち、収入金額

が 400 万円以下で、かつ、公的年金に係る雑所

得以外の所得が 20 万円以下の人は確定申告書の

提出は不要です。ただし、所得税および復興特別

所得税の還付を受ける場合は、確定申告が必要です。

　１月１日現在、市内に住所のある人が対象で、所得が

ない人でも申告が必要です。ただし、次の条件に当ては

まる人は申告の必要はありません。

❶所得税の確定申告を済ませている

❷ 27 年中の所得が、１か所からの給与または公的年金

（遺族年金・障害者年金以外）のみ

※障害者控除、医療費控除、雑損控除等を受けようと

する場合は申告が必要です

❸市内在住である親族の税法上の扶養になっている人

●申告書、印鑑（認印）　

●集計した収支内訳書（事業・農業・不動産所得がある人）

●源泉徴収票（給与・年金をもらっている人）

●事前に集計した医療費の明細書、支払った医療費の領

収書原本（医療費控除を受ける人）

●支払保険料の証明書（生命保険・地震保険料控除を受

ける人）

●登記簿謄本、住民票の写し、売買・請負契約書のコピー、

住宅ローンの年末残高等証明書等（住宅借入金等特別

控除を受ける人）

●障害者手帳等（障害者控除を受ける人）

●被害を受けた住宅や自動車の取得年月、住宅の床面積

などがわかるもの、災害関連支出の領収書、保険金等

を受けた場合の金額がわかる書類、り災証明書のコピー

（雑損控除を受ける人）

●国民年金や国民年金基金の保険料支払証明書（国民年

金、国民年金基金の保険料を支払った人）

※紛失した人や届いていない人は再発行を受けてください

問日本年金機構専用ダイヤル ☎ 0570-058-555　
●寄附金領収書（寄附金控除を受ける人）

●申告者名義の口座番号がわかるもの（還付される場合）

　国税庁ホームページの　国税庁ホームページの

http://www.nta.go.jp

　確定申告書等作成コーナーで、　確定申告書等作成コーナーで、
　簡単に申告書が作成できます。　簡単に申告書が作成できます。

国税庁 検索

①税務署に出向く必要なし！
　作成した申告書等を印刷し、郵送等により税務署に提出　

　することができます。 また、直接送信することもできます。

②いつでも利用可能！
　申告期間中は、24時間いつでも利用でき、相談会場で

　待つ必要がありません。

③自動計算機能！　
　自動計算機能で、計算誤りのない申告書等を作成する

　ことができます。

④消費税や贈与税の申告書等も作成可能！
　青色決算書や収支内訳書、消費税や贈与税の申告書も

　作成できます。

6 市役所相談会場で確定申告の
　 受付・相談ができないもの
　

　確定申告書が完成していて提出のみの人は、申告相談

会場で受付をせず職員に直接手渡ししてください。

　ただし、内容の確認等を必要とされる場合は受付をし

て順番が来るまでお待ちください。

　また、郵送でも受付します。送付先は洲本税務署
（〒 656-8656 洲本市山手 1-1-15）まで。

南あわじ市役所での申告相談受付日
問所得税について⇒ 洲本税務署☎ 24-1212
問市・県民税について⇒ 税務課☎ 43-5213

1 所得税等の確定申告が必要な人

2 申告で所得税等が還付される人
　確定申告の必要のないサラリーマンや年金所得

者でも、下記の場合には確定申告をすれば、所得

税等の還付を受けられる場合があります。

※あらかじめ給与や公的年金等から所得税が源泉

　徴収されていない人には、還付金はありません

❶災害や盗難にあった

❷多額の医療費を支払った

❸国や地方公共団体等に寄附をした

❹住宅ローンの融資を受けてマイホームを取得し 

　た、または増改築をした

❺年末調整し忘れた控除額がある、年の途中に退

　職して年末調整していない控除額があるなど

3 市 ･ 県民税の申告が必要な人

4 確定申告に必要なもの

２月16日（火）～３月15日（火）

❶青色（確定）申告　
❷土地建物などを売却した場合の譲渡所得　
❸株式の譲渡所得　
❹株式の配当（申告分離課税を選択した場合）　
❺先物取引　❻消費税　❼贈与税　❽相続税等
※以上は、市役所の相談会場では受付できません。

　
洲本税務署の確定申告会場（淡路文化史料館）までお　

　
願いします。

7 ご自身で申告書を作成できます

◆市職員による相談と申告の受付
相談会場相談会場　市役所第２別館 ３階 多目的ホール
　　　　　（南あわじ警察署のとなり）（南あわじ警察署のとなり）

沼島地区相談　２月 18 日（木）午前 10 時～正午、午後１時～３時　会場：沼島出張所

相談期間相談期間  ２月 16 日（火）～ ３月 15 日（火） 　
受付時間受付時間    午前９時～正午、午後１時～４時　
※土・日曜を除く。ただし、２月 21 日（日）、２月 28 日（日）、　　

　３月６日（日）は、受け付けます。
　なお、日曜日の申告相談は、洲本税務署が閉庁のため、ご質問にお答えできない場合があります。　　　　　

※お車でお越しの人は、第２別館奥の駐車場をご利用ください。

◆税務署員・税理士による相談と申告の受付（地区相談会場）

相相  談談  日日    ２月 18 日（木）、２月 19 日（金）             
 　　　　　　　　　　　　受付時間　受付時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分、午後１時～３時 30 分  

相談会場　相談会場　市役所第２別館 ２階 第５会議室（南あわじ警察署のとなり）

※地区相談では「相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得等」の相談は行っておりません。

▲確定申告会場
　（第２別館）

本 館
第２別館

問税務課☎43-5213

お知らせ　確定申告相談

5 確定申告書が完成している人

確定申告会場

　洲本税務署の確定申告会場は、淡路文化史料館です。

開設期間開設期間 ２月 16 日（火）～３月 15 日（火）※ 土日は開設していません

時　間時　間　　午前９時～午後５時　※会場には午後４時ごろまでにお越しください

会　場会　場　淡路文化史料館（洲本市山手１丁目１－ 27）

●相談の際は、前年分の申告書の控え等をご持参ください。
●復興特別所得税の記載もれにご注意ください。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所

得税額」欄の記載漏れがないようご注意ください。
問洲本税務署☎２４‐１２１２

洲本税務署の確定申告会場

◆市役所での申告相談を利用される場合のお願い

p 駐車場



広報  

慶
野
松
原
荘
ス
タ
ッ
フ
募
集

配
膳
ス
タ
ッ
フ（
パ
ー
ト
）

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽	

勤
務
時
間　

午
前
10
時
30
分

～
午
後
10
時
の
内
7
時
間
程
度

※
交
代
制
、変
則
勤
務
。年
齢
不
問
、

勤
務
日
、勤
務
時
間
は
相
談
可

※
雇
用
保
険
、労
働
保
険
加
入
、通

勤
手
当
支
給

▽	

賃
金　

時
給
８
８
０
円
以
上

問
慶
野
松
原
荘
☎
36
・
３
３
９
１

家
庭
児
童
相
談
員
募
集

▽
内
容　

家
庭
児
童
福
祉
に
関
す

る
専
門
的
技
術
を
必
要
と
す
る

相
談
業
務

▽
勤
務
時
間　

午
前
9
時
～
午
後

５
時（
週
３
日
）

▽
勤
務
場
所　

子
育
て
支
援
課
内

▽
任
用
期
間　

4
月
1
日
～
翌
年

年
3
月
31
日

▽
採
用
人
数　

１
人

▽
応
募
締
切　

2
月
15
日（
月
）

▽
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
❶
大
学
に
お
い
て
、児
童

福
祉
、社
会
福
祉
、児
童
学
、心

理
学
、教
育
学
も
し
く
は
社
会

平
成
28
年
度

　
　
淡
路
島
バ
ス
ツ
ア
ー
助
成
事
業

　

貸
切
バ
ス
を
利
用
し
て「
あ
わ

じ
環
境
未
来
島
構
想
」へ
の
取
組

や
環
境
保
全
へ
の
取
組
を
学
習
す

る
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
団
体
等
に

バ
ス
ツ
ア
ー
実
施
経
費
の
一
部
を

助
成
。こ
の
他
、島
外
か
ら
の
貸
切

バ
ス
で
宿
泊
を
伴
う
島
内
周
遊
ツ

ア
ー
へ
の
助
成
コ
ー
ス
も
実
施
。

▽
募
集
開
始　

２
月
１
日（
月
）～

　

随
時
受
付

※
詳
し
く
は
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　
☎
24
・
２
０
０
１

学
院
生
募
集

　

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院
で

は
平
成
28
年
度
生
を
募
集
し
ま
す
。

❶
身
体
等
に
障
害
の
あ
る
求
職
者
等

学
を
専
修
す
る
学
科
ま
た
は
こ

れ
ら
に
相
当
す
る
過
程
を
修
め

て
卒
業
し
た
者
❷
医
師
❸
社
会

福
祉
主
事
と
し
て
2
年
以
上
児

童
福
祉
事
業
に
従
事
し
た
者

▽
報
酬　

月
額
10
万
７
８
０
０
円

▽
応
募
方
法　

履
歴
書
お
よ
び
資

格
が
分
か
る
書
類
の
写
し
を
持

参
ま
た
は
郵
送　

問
子
育
て
支
援
課　

　

☎
43
・
５
２
１
９

女
と
男
の
お
も
し
ろ
心
理
学

　

男
女
の
心
理
の
違
い
を
知
る

と
、
心
が
楽
に
な
り
出
逢
い
が
引

き
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
19
日（
金
）、３
月

18
日（
金
）、４
月
15
日（
金
）

　

午
後
７
時
～
９
時

▽
対
象　

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
会

員
ま
た
は
男
性
＝
市
内
在
住

者
、女
性
＝
島
内
在
住
者

※
男
女
と
も
20
～
59
歳
の
独
身
者

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

各
回
１
０
０
０
円

▽
講
師　

本
城
稔
氏（
結
婚
・
恋
愛

心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▽
申
込
締
切　

２
月
15
日（
月
）

問
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
事
務
局（
ふ

る
さ
と
創
生
課
内
）

　

☎
43
・
５
２
０
５

▽
募
集
科
目　

も
の
づ
く
り
科
、

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
、情
報
サ
ー

ビ
ス
科

▽
募
集
人
数　

各
科
10
人
程
度

▽
募
集
期
間　

２
月
29
日
（
月
）

～
３
月
16
日
（
水
）

▽
選
考
日　

３
月
23
日
（
水
）

▽
選
考
方
法　

学
力
、
作
業
機
能

検
査
・
面
接
、
身
体
検
査
書

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い

問
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　
☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

洲
本
公
証
役
場（
要
予
約
）

　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す
る
相
談

や
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
大
切
な

契
約
の
相
談
に
つ
い
て
無
料
で
相

談
を
受
け
ま
す
。

淡
路
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
募
集

　

淡
路
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
が
掲
げ
る「
環

境
立
島
あ
わ
じ
～
人
と
自
然
の
豊
か

な
関
係
を
き
ず
く
“
公
園
島
”
へ
～
」

の
実
現
に
取
り
組
む
第
８
期
淡
路
地

域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日
の
２
年
間

▽
活
動
内
容　

淡
路
地
域
ビ
ジ
ョ

ン
委
員
会
の
運
営
、
ビ
ジ
ョ
ン

の
普
及
啓
発
、
実
践
活
動
な
ど

（
活
動
は
無
報
酬
）

▽
募
集
人
数　

50
人
程
度

※
自
薦
ま
た
は
他
薦

▽
応
募
方
法　

応
募
用
紙
（
県
民

局
な
ど
に
設
置
、
県
民
局
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
送
・
持
参
等

▽
募
集
締
切　

２
月
29
日
（
月
）

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
県
民

局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
淡
路
県
民
局
未
来
島
推
進
課

　

☎
26
・
２
０
１
５

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
平
成
28
年
度
第
１

学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

し
ま
す
。放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

▽
日
時　

２
月
７
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本

市
本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

福
良
地
区
公
民
館
芸
能
祭

▽
日
時　

２
月
28
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

問
同
公
民
館
☎
50
・
３
０
４
８

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ
～
新
た
な
農
産

物
の
販
路
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

　

南
淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
で
は
、農
業
者
と
飲
食
店
等
の

人
た
ち
と
連
携
し
た
地
産
地
消
を

進
め
て
い
ま
す
。農
業
者
の
皆
さ

ん
が
丹
精
こ
め
て
作
っ
た
農
作
物

を
島
内
の
飲
食
店
等
に
有
利
販
売

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、幅
広

い
分
野
を
学
び
ま
す
。

問
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
８
・
８
０
５
・
０
０
５
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
　

内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

居
確
保
給
付
金
受
給
者
等
の
就

労
支
援
を
必
要
と
す
る
者

▽
日
時　

２
月
９
日（
火
）、23
日

（
火
） 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
事
前
申
込
が
必
要

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

囲
碁
大
会

▽
日
時　

２
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
対
象
者　

市
内
在
住
者

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円　

※
高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

▽
申
込
締
切　

２
月
12
日
（
金
）

※
大
会
は
Ａ
級
～
Ｃ
級
の
３
階
級

に
分
か
れ
て
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
４

局
。
順
位
決
定
は
ス
イ
ス
方
式

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

　

関
心
の
あ
る
人
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
南
淡
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
42
・
０
６
４
９

じ
ん
け
ん
映
画
会

　

日
常
の
生
活
の
中
で
気
づ
か
ず

に
過
ぎ
て
い
る
人
権
課
題
に
映
画

を
通
し
て
気
づ
く
こ
と
を
目
的
に

上
映
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

2
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
上
映
作
品　
「
イ
ン
サ
イ
ド
ヘ
ッ

ド
」「
あ
ん
」
の
２
作
品

※
「
あ
ん
」
原
作
者
の
ド
リ
ア
ン

助
川
さ
ん
が
来
場
し
、
み
ど
こ

ろ
を
話
し
て
く
れ
ま
す

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

広
田
梅
林
周
辺
の
美
化
活
動

▽
日
時　

２
月
17
日
（
水
）
午
前

８
時
～
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

広
田
梅
林
駐
車
場

問
南
あ
わ
じ
観
光
案
内
所

　

☎
52
・
２
３
３
６

瓦
ば
ん

情
報
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ご
案
内

募
　
集

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

 ２月の
　 無料相談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　９日（火）・2５日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　17日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　８日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　24日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　9日（火）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　26日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

　

●遺品整理　　      ●生前整理
●お部屋のお掃除　●お引っ越し
●お墓のお掃除　   ●電化製品引取 他
０１２０‐６６０‐８８９

まずはお問い合わせください！

セイリヤドットコム㈱
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

ま
な
び
の
扉
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兵
庫
県
立
淡
路
文
化
会
館

　
　
　
　
美
術
展
示
企
画
募
集

　

芸
術
創
作
活
動
を
続
け
る
団
体

ま
た
は
個
人
に
展
示
発
表
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
広
く
県
民

に
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

を
通
し
て
、
淡
路
地
域
の
芸
術
文

化
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
美
術

展
示
の
企
画
募
集
を
行
い
ま
す
。

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館　

美
術

展
示
室
及
び
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▽
展
示
期
間
・
時
間　

５
月
10
日

（
火
）
～
翌
年
２
月
２
日
（
木
）

の
期
間
の
概
ね
１
～
２
週
間
。

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
展
示
形
態　

淡
路
文
化
会
館
と

の
共
催
に
よ
る
企
画
展
示

▽
締
切　

２
月
26
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

▽
定
員　

15
人

▽
参
加
費　

大
人
２
０
０
０
円

※
沼
島
往
復
便
は
各
自

▽
応
募
締
切　

３
月
１
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

松
帆
銅
鐸
発
見

　
　
　
　
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

昨
年
４
月
に
発
見
さ
れ
た
松
帆

銅
鐸
に
つ
い
て
、記
念
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。初
め
て
の

発
見
が
続
く
松
帆
銅
鐸
で
す
が
、

そ
の
謎
に
ど
こ
ま
で
迫
れ
る
か
？

▽
日
時　

２
月
７
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
演　

難
波
洋
三
氏

※
要
事
前
申
込
（
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

料
理
講
座

▽
内
容　

冬
野
菜
を
使
っ
た
風
邪

　

予
防
料
理

▽
日
時　

2
月
19
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員　

20
人

▽
講
師　

久
保
田
と
し
子
先
生　

　
（
栄
養
士
）　

▽
費
用　

材
料
費
自
己
負
担

▽
申
込
締
切　

2
月
10
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
働
く
婦
人
の
家

　

☎
43
・
２
３
２
６　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』　

　

七
段
目
一
力
茶
屋
場
の
段

▽
期
間　

８
月
ま
で

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

２
月
11
日
（
木
）
ま
で

◆
子
ど
も
た
ち
の
淡
路
人
形
版

　
画
展

▽
期
間　

２
月
14
日
（
日
）
ま
で

◆
第
24
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

2
月
18
日
（
木
）
～
5

　

月
8
日
（
日
）

◆
発
掘
調
査
速
報
展

▽
期
間　

2
月
19
日
（
金
）
～
3

　

月
6
日
（
日
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
館
蔵
品
展
４

▽
期
間　

２
月
25
日
（
木
）
～
３

　

月
下
旬
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

第
80
回
阿
波
お
ど
り
体
操

　
　
　
　
　
　 

　
講
習
会

▽
日
時　

２
月
６
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

第
１
４
２
回
神
代
天
体
観
測
会

　「
冬
の
星
雲
・
星
団
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

２
月
28
日
（
日
）

　

午
後
７
時
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

２
月
29
日
（
月
）

　

午
後
７
時
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

第
12
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も

　
　
　
　
伝
統
芸
能
発
表
会

　

市
内
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る

伝
統
芸
能
を
、15
団
体
の
子
ど
も

達
が
披
露
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
13
日
（
土
）

　

午
後
０
時
15
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

沼
島
の
海
上
周
遊
と
地
質
散
歩

　

海
岸
線
に
あ
る
奇
岩
や
岩
礁
を

船
で
め
ぐ
り
、さ
ら
に
沼
島
特
有
の

地
質
を
見
て
歩
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
弁
当
・
飲
物
等
は
各
自

▽
集
合
場
所　

土
生
港
待
合
所

発
掘
調
査
速
報
展

　

平
成
26
年
度
に
行
っ
た
発
掘
調

査
の
成
果
と
松
帆
銅
鐸
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
パ
ネ
ル

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
日
程　

❶
２
月
１
日
（
月
）
～

16
日
（
火
）
❷
２
月
19
日
（
金
）

～
３
月
６
日
（
日
）

▽
場
所　

❶
松
帆
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
❷
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資

料
館
（
月
曜
日
休
館
）

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

バ
レ
ン
タ
イ
ン
音
楽
会

　

や
わ
ら
か
な
愛
で
包
ま
れ
る
よ

う
な
ひ
と
と
き
を
、
南
あ
わ
じ
市

出
身
＆
島
内
で
活
躍
す
る
音
楽
家

が
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
の
調
べ
で

お
届
け
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
14
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
開
演

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館

▽
チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
＝
１
０
０
０

　

円
、
当
日
＝
１
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
パ
ル
テ
ィ
ー
総
合

案
内
所
で
販
売

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
同
音
楽
会
事
務
局
（
中
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
７
０
２
・
５
４
４
８

淡
路
人
形
座（
２
月
公
演
）

通
常
公
演

▽
内
容　

戎
舞
、
人
形
解
説
、伊
達

　

娘
恋
緋
鹿
子　

火
の
見
櫓
の
段

※
公
演
日
、
料
金
等
詳
し
く
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

※
20
・
21
・
23
～
26
日
は
出
張
公
演

の
た
め
臨
時
休
館
。毎
週
水
曜

日
は
定
休
日

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

125

松ま
つ

帆ほ

銅ど
う

鐸た
く

２

●シェイクスピアのいる文房具店
シン・ヨンラン文／ソンヒ絵／小栗　章訳（彩流社）

パパが突然仕事を失い、家
の中が暗い。そんなとき、
ビンナムは、文房具店の
シェイクスピアおじさんに
出会い…。
シェイクスピアの人物研究
やワークシートも収録。歴
史上の偉大な人物が子ども
たちに大切な心を教えるシ
リーズ。

●とにかく、おいしい珈琲が飲みたい
中川　ワニ著／中川　京子著（主婦と生活社）

●小学校前の３年間にできること、し
てあげたいこと　祖川　泰治著（すばる舎）

ただただ、おいしい珈琲が
飲みたいだけなんだ―。珈
琲焙煎歴２１年の中川ワニ
が、プロの目から見た珈琲
の話を語り、妻の中川京子
が珈琲との暮らしを綴る。

年少・年中・年長は頭と身体
が飛躍的に伸びる。でも特
別な英才教育はなし！
小学校以降に必要な力の
「土台」をつくるノウハウ
を、家庭でも実践できるよう
に工夫して紹介する。

●せかいいちのねこ
ヒグチ　ユウコ絵と文（白泉社）

もっと愛されて、せかいいち
の猫になって、男の子が大き
くなってもいっしょにいた
い…。
猫になりたいと願うぬいぐ
るみのニャンコと、旅先で出
会う本物の猫たちとの心あ
たたまる絵物語。

　松帆銅鐸は、全国で初めて舌（銅鐸を鳴ら
すための棒）にひもの一部が発見されました。
この発見は、銅鐸と舌がひもでつり下げられて
いたことを明らかにしました。（関連記事３頁）

松帆銅鐸展のおしらせ
　松帆銅鐸の実物（初公開を含む）を展示し
ます。ぜひご来場ください。
▽期間　２月９日（火）～２月２１日（日）
※２月１５日（月）は休館日
▽場所　滝川記念美術館　玉青館
▽入館料　大人３００円、大学・高校生２００円、
　小・中学生１００円
【入館無料】小・中学生は「ココロンカード」
　「のびのびパスポート」が利用できます。
問埋蔵文化財調査事務所☎42-3849

２月の図書館カレンダー

☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は17：00まで　（広田、
　湊地区公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

初回トレーニング講習会初回トレーニング講習会
２月分受講者募集２月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみ講習会を受講していただきます。
　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

　５ 金 14:00～ 19:00～

27 土 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

日 月 火 水 木 金 土

         １      2　           3       4       5      ６     

 ７      8       9      10     11     12    13 

 14    15    16     17     18     19     20     

 21    22    23     24     25     26    27   

 28    29      
月末整理

※○はおやすみです

市立図書館 より

休館のお知らせ
２月22日（月）～29日（月）の
間、特別整理期間（蔵書点検）のた
め休館となります。
問市立図書館☎５3-0２３４

(旧南淡図書館)
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いきいき健康生活
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  ２月の健康カレンダー

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ７日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 浦 瀬　 巌 医師

1１日（木） 宮 崎 美 枝 医師 前 田 昌 己 医師

1４日（日） 斉 藤 雅 文 医師 宮 崎 美 枝 医師

21日（日） 柴 田 亮 平 医師 村 野 謙 一 医師

28日（日） 高 田 育 明 医師 福 原 正 博 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火 平 成 病 院
八 木 病 院

水 中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

小児救急医療

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日 曜日　   時間 場所

阿波踊り体操
３ 水

10:00 ～ 緑保健福祉
センター17 水

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動（運動教室） 18 木 　沼島総合センター

◆小児夜間救急電話センター

　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。電話センターへ電話
していただくと看護師が症状を聞き、必要な時は当日
の担当医療機関を紹介します。
問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の午前９時～11時30分、午後１
時～4時30分（受付時間）までの間、みなと元気館内の
洲本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設し、救急患者に対応しています。

問洲本市応急診療所☎24-6340

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 18 木 13:15 ～ 13:30

緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（27年10月生）

23 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（27年4月生）

16 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（26年７月生）

２ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（25年11月生）

17 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（25年１月生）

９ 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（23年２月生）

22 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（2４年11月･25年5月生）

３ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（26年12月生）

13:30 ～ 14:00
10 水

（27年７月生） 26 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（27年９月生）

25 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ４ 木 ９:30
発達支援相談（予約制） ４ 木 13:30 ～
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● 健康相談・個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

３ 水
　９:00 ～
　10:30

緑保健福祉センター
８ 月 中央公民館（旧三原公民館）
１5 月 湊地区公民館（旧西淡公民館）
24 水 福良地区公民館（旧南淡公民館）

認知症を支える家族の会　スマイル

“お酒をやめたい”人へご案内

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　２月10日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

　お酒をやめたいという願いをかなえるのに、極
めて効果が高いと言われている“AAミーティング

（以下AA）”が、淡路島内で毎週開催されています。
お酒をやめたい人ならどなたでも参加できます。
問ＡＡ関西セントラルオフィス（ＫＣＯ）
　☎06-6536-0828　F06-6536-0833
　営業時間　月～金＝午前10時～午後５時、
　日・祝＝午後１時～４時、土＝休み

● 特定保健指導（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

血液検査・体重・腹囲・血圧測定
※市国保で特定保健指導対象者
　（要予約）
※個別健康教室受講者

５ 金
   9:00～
   12:00

緑保健福祉
センター

あなたの腎臓は大丈夫？

　腎臓は、からだを正常な状態に保つ働きをもつ臓器で、高血圧や糖尿病

など血管や血液に損傷を与える病気と関連が深い臓器です。

問健康課☎43-5218

認知症カフェ　※申込不要

　認知症カフェは認知症の人とその
ご家族、地域の皆様誰もが、気軽に参
加し、集える場です。家族が抱える介
護負担についてもスタッフが相談に応じます。
日時　２月２日（火）13：00～16：00
場所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

腎臓の主な３つの働き

　◆からだで作られた老廃物をろ過して、尿を排泄する

　◆体内の水分量やミネラルの調整をする

　◆赤血球の産生や血圧の調節に必要なホルモンを作る

　腎臓にやさしい４つのポイント

　　◆血圧と血糖のコントロールをしっかりと！

　　◆水分を十分にとり、排尿を我慢しない

　　◆塩分のとり過ぎには注意しよう

　　◆薬を必要以上に服用しない

　　　(内服は自己判断せず、かかりつけ医に相談しましょう)

慢性腎臓病(CKD)を
聞いたことがありますか？
　慢性腎臓病(CKD)とは、腎臓の働きが慢性的に低

下していく病気で、全国で約１３３０万人(２０歳以上の

成人の８人に１人)と推計されており、誰もがかかる可

能性のある身近な病気です。

　CKDとは、下記の❶❷のいずれか、または両方が３

か月以上続いた状態です。

　❶たんぱく尿など腎臓の異常がある

　❷糸球体ろ過量(eGFR)は６０未満に低下している

　初期は自覚症状がなく、進行すると夜間尿（夜間に

何度もトイレに行く）、むくみ、貧血、倦怠感、息切れな

どの症状が現れます。症状が現れたときには病気が進

行している可能性があります。残念ながら腎臓はある

程度まで機能が低下してしまうと、修復が困難な臓器

です。CKDになると腎機能が悪化し、人工透析や腎移

植が必要になる他、脳卒中や心筋梗塞などの合併症を

引き起こします。

eGFR値(推算糸球体ろ過量)を
確認してみましょう。
　腎臓がきちんと機能しているかどうかは、ろ過機能が

正常かどうかで確かめます。腎機能が低下すると体内で

つくられたクレアチニンなどの老廃物(ごみ)が尿中に排

出されなくなり、血液中の濃度が高くなります。腎機能

の低下がどのくらいかをさらに詳しく調べるために、性

別や年齢、クレアチニン値から腎臓(糸球体)のろ過量を

推定することができます。これがeGFRです。

※eGFRはあくまで推計値で、より正確な腎機能を把握

　するには、医療機関で詳しい検査が必要

　２７年度の町ぐるみ健診では、eGFRが新たに特定健

康診査の項目に追加されており、南あわじ市でもeGFR

を受診した６,０２５人中１,１７１人(１９．４％)が正常値より

低いと判定されています。ご自身の健診結果も確認して

みましょう。

● 献血
  日   　曜日 　　     受付時間 場所

１ 月
10：00 ～ 11：30 倭文公民館

13：30 ～ 16：00 緑保健福祉センター

５ 金 11：30 ～ 16：00 福良地区公民館

８ 月 10：00 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00 市役所本館
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
桑名　侑作（松　帆）
近藤　正裕（松　帆）
廣長　直樹（淡路市）
守本　明広（福　良）
増井　龍吾（福　良）
渡　　慶彦（洲本市）
田中　真琴（賀　集）
仲野　友章（神　代）
中野　祐輔（大阪市）
坂田　大樹（石川県）
仲山　拓哉（八　木）
山口　泰広（榎　列）
大塚　一貴（志　知）
沖野　佑樹（福　良）
前畠　宏次（　湊　）
山本　琢也（淡路市）
橋本　幸知（倭　文）
備後　千大（京都府）
上村　征司（北阿万）

西田　百江（津　井）
坂本　智代（北阿万）
森　香那美（賀　集）
宮川　典子（加古川市）
狩野　南歩（福　良）
　　　苗美（潮美台）
古岡　淳子（　市　）
藤本　晶子（洲本市）
中谷　真美（大阪市）
松崎　梨加（賀　集）
水原　麻耶（淡路市）
大林　愛理（洲本市）
榎本　さき（北阿万）
坂本亜弥香（賀　集）
西田　　優（三木市）
藤野　早貴（松　帆）
平上しほり（洲本市）
前川　美沙（潮美台）
榎本　舞子（　市　）

12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 21 日
12 月 22 日
12 月 23 日
12 月 23 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 25 日
12 月 31 日
１ 月 １ 日
１ 月 １ 日
１ 月 １ 日
１ 月 ４ 日
１ 月 11 日
１ 月 12 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

川 端　　 操
井 上　　 子
出口　稔泰
青山　忠男
林　志ず子
仲 田　　 昇
仲田つや子
沖　しげみ
久米よし子
芝　まさゑ
林　美代子
江 本　　 忠
柏木　茂子
亀 井　　 潔
西村　正子
野口　清子
野 村　　 明
古濵きよ子

阿 万
福 良
八 木
松 帆
北阿万

市
市

福 良
賀 集
福 良

湊
北阿万
阿那賀

市
賀 集
八 木
福 良
福 良

86
94
97
84
90
89
101
86
89
96
84
80
94
54
77
78
77
93

12 月 11 日
12 月 12 日
12 月 12 日
12 月 13 日
12 月 14 日
12 月 15 日
12 月 17 日
12 月 18 日
12 月 19 日
12 月 20 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 25 日
12 月 25 日
12 月 27 日
12 月 27 日
12 月 27 日

死亡
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●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）　
場所 内容

働く婦人の家　
　　1階

公園に出かける感覚で、いつでも自由に遊べます。
利用の前に、事務所のスタッフに声をかけ「ゆめるんノート」
を提出してください。名札を必ず付けてください。
赤ちゃんは、体重・身長測定ができますよ！

●出前ひろば（公園感覚の自由あそびの広場、申込は不要）
ひろば名 ２月の開設日 場所 時間
みどり 3,5,10,12,17,19,24,26 緑保健福祉センター

10:00
～

11:30

みはら 2,9,18,23,25 働く婦人の家

せいだん 2,4,9,16,23 湊地区公民館

なんだん 3,5,10,12,17,24 福良地区公民館

問子育て学習・支援センター☎42-7703、9：00～16：00

●催し  ２月　※要申込
行事名 日時 費用等

①季節のアルバム
15日（月）
10:00～
10：45

働く婦人の家・軽運動場、
50円、申込締切８日

②２月の
　おたんじょうび会

15日（月）
11：00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳守、
申込締切８日

③ままひろば
　ハンドメイド　
　コサージュ

15日（月）
13:00～
14：00

働く婦人の家、1500円、
定員15組、申込締切２日

④絵本の読み聞かせ
25日（木）
10：00～
11：00

湊地区公民館・和室

⑤３Ｂ体操
26日（金）
10：30～
11：30

働く婦人の家・軽運動場、
申込締切19日

⑥ひなまつり会
３月１日（火）

11：00～
12：00

働く婦人の家・軽運動場、
1組100円、申込締切24日

心のかけはし

　　　　　

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切２月15日（月）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

インターネット等で「あわじ国
独立宣言 ！？」として話題のあ

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
クイズに応募できます

る自治体（市）はどこでしょうか？ 市の名前を

▲広報24頁にシティプロモーションの目的等を掲載

広報クイズ

▲

ちょっとしたゆとりを

 ●年齢別ひろば ２月 ※要申込
ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご ０歳児～
10か月まで

16 日
（火）

10：00～
　11：00

ベビーマッサージ（働く婦人の家・
軽運動場）、100円、申込締切10日

ぶどう
今年度３歳
になる子、４
歳になる子

４日
（木）

10:30～
　11：30

人形劇を楽しもう！(働く婦人の家・
軽運動場)、申込締切２日

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

ベビーヨガ
1月15日

　子どもが、むずかる時、体調が悪いのではないですか？

無理せず、あたたかくして、ゆっくり休養しましょう。 ●人　口 49,265人（前月比－46人）

　    （男） 23,734人（前月比－24人）

　    （女） 25,531人（前月比－22人）

●世帯数 19,159世帯（前月比＋６世帯）

※平成28年１月１日現在 　

出生

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

岡田　木
もくべえ

兵衛レオン

岡 本　 美
み こ と

琴

桐 原　 環
か ん な

奈

清 和　 亮
り ょ う た

太

西　　 風
ふ う が

雅

西　　 波
な お と

音

山 口　 愛
ま な か

華

齋 藤　 埜
の え

惠

加 藤　 俐
り と

杜

真 野　　 希
のぞみ

川 原 吏
り お な

緒 菜

栗 原　 実
な お や

弥

平 川　　 悠
はる

山 野　　 冴
さえ

木 田 弥
み な と

那 斗

土 居　 朱
あ か り

莉

前 田　 大
や ま と

翔

平 山　 明
あ き ほ

穂

岸 上　 太
た い よ う

陽

田 村　 穂
ほ の か

花

松 並　　 凛
りん

菊 井 こ の ほ

花 野　 咲
さ ら

來

山 形　 彼
か な め

夢

濱 田　 聖
き よ と

人

久留米こころ

服 部　 正
ま さ は る

治

藤 江　 優
ゆ う あ

空

木 下　 峻
し ゅ ん き

希

赤 坂　 芽
め い

愛

土 井 龍
り ゅ う の す け

之 介

大 濱　 頌
こ う き

己

加 地　 大
ひ ろ き

輝

奈 木　 克
か つ み

己

雨 堤　 結
ゆ い

生

秋 田　 虎
こ は く

珀

荻 原　 茉
ま い

依

葊 瀬　 太
た い お う

凰

三 原　 寧
ね ね

音

鯉 森　 佳
か ほ

歩

榎 本　　 杏
あん

井 上　 璃
り と

人

男

女

女

男

男

男

女

女

男

女

女

男

男

女

男

女

男

女

男

女

女

女

女

男

男

男

男

女

男

女

男

男

男

男

女

男

女

男

女

女

女

男

淳 一

慎 吾

一

優 仁

浩 史

義 則

和 彦

良 輔

和 史

譲 治

照 久

秀 実

悟

隆 介

のぞみ

達 也

恭 宏

慶一郎

直 生

直 也

賢太郎

洋 輝

元 洋

圭 司

賢 佑

伸 行

雅 良

裕 樹

智 章

亮

康 行

英 二

政 仁

宏 昌

義 友

龍 司

慎 介

麻 緒

達 矢

憂 希

悟

玉 基

阿 万

賀 集

潮 美 台

神奈川県

賀 集

松 帆

北 阿 万

市

北 阿 万

市

八 木

八 木

広 田

倭 文

福 良

賀 集

賀 集

倭 文

賀 集

八 木

福 良

北 阿 万

広 田

湊

広 田

賀 集

広 田

八 木

市

阿 那 賀

福 良

市

広 田

神 代

明 石 市

湊

志 知

八 木

津 井

広 田

潮 美 台

志 知

12 月 ３ 日
12 月 ３ 日
12 月 ３ 日
12 月 ４ 日
12 月 ５ 日
12 月 ７ 日
12 月 ７ 日
12 月 ８ 日
12 月 ９ 日
12 月 ９ 日
12 月 10 日
12 月 10 日
12 月 13 日
12 月 13 日
12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 16 日
12 月 17 日
12 月 18 日
12 月 18 日
12 月 21 日
12 月 21 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 25 日
12 月 25 日
12 月 26 日
12 月 28 日
12 月 31 日
１ 月 １ 日
１ 月 ２ 日
１ 月 ２ 日
１ 月 ３ 日
１ 月 ４ 日
１ 月 ６ 日
１ 月 ６ 日
１ 月 ７ 日
１ 月 ７ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ９ 日
１ 月 11 日

平成28年1月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

玉久保　仁
倉 本　　 繁
土井さかゑ
北條　愛子
江本よね子
芝　きよの
林　　 久 行
阿 部　 正　 
大濱　一男
松下　正二
古東　貞春

寛　　 國 浩
清川　五平
大 江　　 豊
武内　太門
原坂みつゑ
出口ちず子
楓　　 一 義
肥田　一穂
森下　康男
中本よしみ
富 山　　 透

湊
松 帆
神 代

市
賀 集
福 良
北阿万
福 良
松 帆
松 帆
神 代

沼 島
広 田
志 知
広 田
神 代

灘
榎 列
賀 集
阿 万

市
市

73
85
98
100
89
86
89
86
87
97
71

84
84
78
87
98
90
103
79
67
94
88

12 月 28 日
12 月 29 日
12 月 29 日
12 月 29 日
12 月 30 日
12 月 30 日
12 月 30 日
12 月 31 日
12 月 31 日
12 月 31 日
１ 月 １ 日

１ 月 ５ 日
１ 月 ７ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ９ 日
１ 月 10 日
１ 月 12 日
１ 月 12 日
１ 月 13 日
１ 月 14 日

お答えくだ
さい。

（ヒントは広

報 24 頁）

　私たちは、ゆとりがある時、人に対して優しく接するこ

とが可能です。例えば、車の運転で時間的なゆとりがあ

れば、安全運転に徹することができるし、人に先を譲る

ことも自然にできます。反対にゆとりがないと、イライラ

して、荒っぽい運転につながっていきます。

　現代社会には、人間関係や仕事、金銭、健康、将来

のことなど様々なストレスが存在します。自分の欲求が

満たされている時は、それなりにゆとりがあり、他人の

ミスや言動を許容することができるし、気にならないも

のです。逆に、自分の欲求が満たされていない時はゆ

とりがなく、他人のささいなミスや言動が気になったりし

ます。やがて腹をたて大きな声を出したり、態度に現れ

たりするのではないでしょうか。

　しかし、他人への配慮・気遣いは自分のゆとりの有無

に関係なしに必要不可欠です。

　心にゆとりのない時でも、

人の気持ちを考えることが

できる、少しでも幸せな気

持ちになってもらいたいと行

動できる人が増えていけば、

社会は大きく変わるのではな

いでしょうか。

問社会教育課 ☎４３-５２３２



広報  

まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な

ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

2016.2.1発行 2223

慶
野
松
原
根
上
が
り
隊

慶
野
松
原
散
策
地
図
を
作
成

生
徒
た
ち
が
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
と
連
携
で
製
作

西
淡
中
学
校 

に「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」が
完
成

　

慶
野
松
原
の
活
性
化
に
取
り
組

む
市
民
団
体「
慶
野
松
原
根
上
が
り

隊
」。近
隣
施
設
の
協
賛
を
得
て
、慶
野

松
原
散
策
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
団
体
の
ゼ
ル
ニ
ク
早
織
さ
ん

（
松
帆
）は「
多
く
の
人
に
こ
の
地
図

で
散
策
い
た
だ
き
、慶
野
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
図
は
近
隣
の
宿
泊
施
設
や

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、陸
の
港
西

淡
な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

▲あわじしまラーメンバーガー（左）、努力賞に輝いた船本さん

　

地
域
の
避
難
所
と
な
っ
て
い
る

西
淡
中
学
校
で
、普
段
は
ベ
ン
チ

と
し
て
使
い
、災
害
時
に
は
、炊
き

出
し
用
の
「
か
ま
ど
」
と
し
て
活

用
で
き
る
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
が

完
成
し
て
、1
月
12
日
に
火
入
れ

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
か
ま
ど
ベ
ン
チ
は
、青
少

年
補
導
委
員
か
ら
の
提
案
で
、生

徒
た
ち
が
昨
年
８
月
に
淡
路
瓦
工

業
組
合
か
ら
提
供
さ
れ
た
レ
ン
ガ

を
居
内
工
務
店
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
組
ん
で
、か
ま
ど
を
作
製
。

２
学
期
に
文
芸
部
の
生
徒
が
座
板

の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
、ペ
イ
ン
ト

▲座板には生徒が考案したデザインの絵が描か
　れ、レンガを積み上げ完成した「かまどベンチ」

魚
が
育
つ
環
境
を
整
備
し
て
漁
獲
量
ア
ッ
プ
を
目
指
す

沼
島
沖
に
淡
路
瓦
を
利
用
し
た
高
層
型
増
殖
礁
を
沈
設

　

沼
島
沖
に
淡
路
瓦
を
利
用
し
た

高
層
型
増
殖
礁
が
今
年
度
６
基
沈

設
さ
れ
る
計
画
で
、そ
の
う
ち
の
灘

の
土
生
港
で
製
作
さ
れ
た
４
基
が

12
月
24
日
に
船
で
運
ば
れ
て
海
底

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

淡
路
島
は
四
季
折
々
に
旬
の
魚

が
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
魚
の
宝

庫
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
漁
獲

量
は
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

魚
が
住
み
付
き
、産
卵
や
繁
殖
す

る
場
所
と
な
る
増
殖
礁
を
設
置
し

　

食
育
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、

14
回
目
を
迎
え
た「
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ラ
ー
メ
ン
小
学
生
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー

ル
」で
、西
淡
志
知
小
学
校
５
年
生
の

船
本
妃ひ

奈な

乃の

さ
ん
が
全
国
８
４
６
５

点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
努
力
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

　

日
本
即
席
食
品
工
業
協
会
が
小

学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
行
う
同
コ

ン
ク
ー
ル
は
、身
近
に
あ
る
イ
ン
ス

タ
ン
ト
麺
を
素
材
に
、オ
リ
ジ
ナ
ル

な
材
料
や
調
理
法
な
ど
に
つ
い
て
考

え
、調
理
を
体
験
、家
族
や
友
人
と

と
も
に
試
食
し
、食
に
つ
い
て
話
し

て
マ
ダ
イ
や
ア
ジ
な
ど
の
漁
獲
量

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
よ
う
と
、兵
庫
県

が
平
成
25
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
設
置
さ
れ
る
の
は
、１

基
に
淡
路
瓦
を
約
２
千
５
０
枚

使
っ
た
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
の
増
殖

礁
で
、県
が
瀬
戸
内
海
で
設
置
し

て
き
た
中
で
、最
も
高
層
の
も
の

で
す
。今
月
に
は
、残
り
の
２
基
が

淡
路
市
の
岩
屋
か
ら
運
ば
れ
て
海

底
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

合
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

努
力
賞
に
輝
い
た「
あ
わ
じ
し
ま

ラ
ー
メ
ン
バ
ー
ガ
ー
」は
茹
で
た
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
卵
と
絡
め
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
焼
い
て
バ
ン
ズ
を
作

成
。ま
た
玉
ね
ぎ
の
ス
ラ
イ
ス
や
ベ
ー

コ
ン
な
ど
も
焼
い
て
、ラ
ー
メ
ン
の
バ

ン
ズ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
噌
ク
リ
ー

ム
ソ
ー
ス
と
一
緒
に
挟
ん
で
い
ま
す
。

　

船
本
さ
ん
は「
お
父
さ
ん
が
好
き

な
バ
ー
ガ
ー
を
ラ
ー
メ
ン
で
作
っ
た
。

と
て
も
良
い
発
想
と
評
価
さ
れ
、努

力
賞
を
い
た
だ
け
て
う
れ
し
か
っ

た
。今
後
も
家
族
の
た
め
に
新
た
な

レ
シ
ピ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲淡路瓦約2千枚を使った高さ15メートルの高層型増殖礁

西
淡
志
知
小
学
校
　
船
本
妃
奈
乃
さ
ん

あ
わ
じ
し
ま
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
ガ
ー
、全
国
大
会
で
努
力
賞

◆
植
樹
祭
を
開
催

　

慶
野
松
原
で
松
の
苗
木
を
植
え

ま
せ
ん
か
？
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
21
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
受
付

▽
場
所　

慶
野
松
原
荘
横
駐
車
場

▽
持
ち
物　

軍
手
、
移
植
ご
て
、

　

空
の
５
０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏

名
と
代
表
者
連
絡
先
を
メ
ー
ル

（info@
keinom

atsubara.com

）

▽
申
込
締
切　

２
月
12
日（
金
）

▲根上がり松で散策地図をPRする慶野松原根上がり隊員

　

刑
部
美み

優ゆ

さ
ん
は
兵
庫
県
選
抜

12
人
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
て

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
第
29
回
全
国
都
道
府
県
対

抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
12

月
25
日
～
28
日
、大
阪
市
）
に
出
場

し
ま
し
た
。
昨
年
８
月
に
全
国
大

会
に
出
場
し
た
三
原
中
学
校
バ
レ

ボ
ー
ル
部
で
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め

た
刑
部
さ
ん
は
「
高
い
レ
ベ
ル
で

の
良
い
経
験
を
バ
ネ
に
高
校
で
も

全
国
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

お
め
で
と
う

刑
部　

美
優 

さ
ん（
三
原
中
学
３
年
）

◆
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

南
あ
わ
じ
市
花
づ
く
り
協
会

【
農
業
】

藤
川　

俊
次
さ
ん（
市
）

【
漁
業
】

堀　

  

秀
明
さ
ん（
阿
那
賀
）

【
農
業（
和
牛
）】

廣
本　

  

保
さ
ん（
市
）

【
農
業（
和
牛
）・
獣
医
師
】

前
川　

義
美
さ
ん（
松
帆
）

◆
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

【
地
域
活
動
　
愛
育
班
】

山
田　

智
子
さ
ん（
沼
島
）

【
食
生
活
改
善
活
動
】

香
川　

き
み
子
さ
ん（
市
）

坂
東　

由
利
子
さ
ん（
賀
集
）

◆
農
林
水
産
功
労
賞

Ｆ
・
レ
ン
ジ（
地
域
活
動
栄
養
士
グ
ル
ー
プ
）

い
ず
み
会
阿
那
賀
グ
ル
ー
プ

賀
集
い
ず
み
会

◆
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

◆
第
17
回
人
間
サ
イ
ズ
の

　
ま
ち
づ
く
り
賞

 

全
国
大
会
出
場

 

兵
庫
県
表
彰

▲火入れ式後に、ぜんざい
　を炊いて味わいました

し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

火
入
れ
式
で
は
１
年
生
90
人
が

参
加
し
て
、ぜ
ん
ざ
い
を
炊
い
て
味

わ
い
ま
し
た
。
作
製
に
携
わ
っ
た
生

徒
た
ち
は
「
座
板
に
は
明
る
く
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
て
描
い
た
。
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
に
、
こ
こ
に
来
た
人
が
お
い
し
い

ご
は
ん
を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
も
し
び
の
賞
を
受
賞

こ
れ
か
ら
も
文
化
を
継
承
し
ま
す
!!

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の
向

上
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
を
兵

庫
県
知
事
が
表
彰
す
る「
と
も
し
び

の
賞
」。今
年
度
は
県
内
で
21
団
体
、

市
内
か
ら「
府
中
八
幡
神
社
さ
さ

ら
踊
り
保
存
会
」と「
南
あ
わ
じ
市

少
年
少
女
合
唱
団
」の
２
団
体
が
受

賞
し
ま
し
た
。さ
さ
ら
踊
り
保
存

会
長
の
中
本
光
義
さ
ん（
榎
列
）と

合
唱
団
を
指
導
す
る
松
尾
美
和
さ

ん（
榎
列
）が
12
月
11
日
、市
役
所

を
訪
れ
中
田
市
長
に
受
賞
を
報
告

し
ま
し
た
。

　

さ
さ
ら
踊
り
は
府
中
八
幡
神
社

で
毎
年
９
月
に
開
催
。収
穫
に
感
謝

す
る
神
事
と
し
て
、大
榎
列
と
小

榎
列
、西
川
の
３
地
域
の
小
学
生
男

児
15
人
が
踊
り
を
奉
納
し
ま
す
。

　

同
合
唱
団
は
平
成
元
年
に
設

立
。月
に
２
回
、湊
地
区
公
民
館
で

練
習
し
て
い
ま
す
。地
域
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
福
祉
施
設
の
訪
問

な
ど
公
民
館
活
動
を
越
え
た
幅
広

い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
本
さ
ん
は「
地
域
の
人
た
ち

に
協
力
を
い
た
だ
き
、こ
れ
か
ら

も
伝
統
芸
能
を
守
り
た
い
」。松
尾

さ
ん
は「
受
賞
が
子
ど
も
達
の
活

動
の
励
み
に
な
る
。も
っ
と
多
く
の

人
に
歌
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲ささら踊り（左）、南あわじ市少年少女合唱団（右）

▲ささら踊り保存会長の中本さん（左）と南あわ
　じ市少年少女合唱団指導者の松尾さん（右）

◆
兵
庫
県
自
治
賞

【
市
西
土
地
改
良
区
理
事
長
】

天
羽　

龍
文
さ
ん（
市
）

【
農
業
】

岡
本　

和
幸
さ
ん（
阿
万
）

【
漁
業
・
福
良
漁
業
協
同
組
合
組
合
長
】

前
田　

若
男
さ
ん（
福
良
）
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まずは南あわじ市に
興味を持っていただくこと
　本市では農漁業が主力産業であるが、高齢化に伴

う労働力の低下やライバル産地の台頭が見込まれ

る中で、生産者の所得確保や地域産物の知名度向上

等を通じて地域創生を図っていくことが大きな課

題となっています。

　そこで、地域産品の知名度向上や国内外からの交

流人口の増加を促し、地域活性化につなげる必要が

あることから、この度、「食」を中心に「知る・見る・買

う・味わう」といった、地域の美味しさ・楽しさ等、本

市の魅力を発信する情報環境を整備することを目

的としてSNS等を活用したプロモーションを実施

しています。

　今後も、特設サイト「あわじ国」にて、２月５日から

「独立派PR～観光名所～篇」などのＷＥＢ動画や、

「30の魅力紹介」などを順次公開していきます。ま

た、2月19日からは抽選で豪華賞品が当たる国民投

票を実施します。お楽しみに！

まずはスマホやタブレッ

トで右の二次元コード

を読み取り、専用サイト

をご覧ください。

※本事業は国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金（地方創
　生先行型）を活用して実施しています

問食の拠点推進課☎43-5224

南あわじ市をみんなで盛り上げよう～！！

シティープロモーション「あわじ国」を展開シティープロモーション「あわじ国」を展開

 ゆめるん情報
      No.11

倭文保育園 46-0654 広田保育園 45-0040  榎列保育所 42-2392 二宮保育所 42-5323

八木保育所 42-0559  市保育所 42-0215 神代保育所 42-1252 志知保育所 42-3101 

ちどり保育所 52-0344  賀集保育所 54-0458 北阿万保育所 55-0075 阿万保育所 55-0133

灘保育所 56-0130 

市内の公立保育所（園）連絡先

　公立保育所（園）では、未就園児と保護者

に園庭を開放しています。すべての公立保

育所（園）で実施しています。子どもさんを

連れて保育所に遊びにきてくださいね。

▽日時　毎週火曜日

　　　　午前10時～11時30分の間

～ いっしょにあそぼう！ ～

保育所園庭開放保育所園庭開放 ふれあいトークデーふれあいトークデー

　公立保育所（園）では、電話による子育て

に対する悩みの相談に応じています。悩み

など何でもお気軽にお電話ください。保育

所長が相談に応じます。

▽相談時間　毎月第1・3火曜日

　　　　　　午前10時～午後2時

▽対　　象　未就園児の保護者

▽相  談  先　公立保育所（園）

困っていることはありませんか？
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